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本報告書は京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして「知識へ一スとデ
ータへ一一スの統合化に関する研究」のテーマのもとに、1986年 2月 20日より 2

月 21日までの 2日間にわたって行なわれた研究集会で発表された論文を中心にまと
めたものである。

近年 情報処理の新しい方式として知識へ一スに基づく知識処理の技術が多くの人
の注目を集めている。一定の構成規則に従って形式化され、計算機が推論などの手法

により自律的に問題解決に用いることのできる記憶情報を計算機における知識と呼ぶ

ことにする。このような情報を計算機で処理する技術は、手続き的に問題を記述する

ことを前提として作られた従来の計算機技術分野では未知要素を多く含むため、従来

の方式とは異なる新しい発想と理論に基づいた情報処理技術の開発が必要である。

記憶情報を、処理系とは独立に一定の三味づけをし、それを利用する力式はすでに

デー Nタへ ti・一 bス技術か目的としたものである。 事実、知識へ一スとデータへ一スは密

接に関係するもの より正確に言えば知識ヘースはデータへ一スの一般化として情報

の形式を柔軟化し、それを処理するための推論機構を開発したものであることから、

これを一体化するという研究が非常に重要なものになってきた。

本研究はこのような統合技術を理論面と実際面から研究することを目的としたもの

である。 このような統合化の技術はデータの意味論を含む総合的な周題として多く

の新しい概倉やそのための理論の確立を必要とする。 同時にモデル表現手段として

現実の問題と関わりが深い。しかし知識へ一ス データへ一ス共に固有の問題を多く

残している現状ではこの統合化の問題も限られた時間内での議論では決して十分なも

のでなく 大半のものは今後の研究にまかせられている。今後多くの研究者の御批判

を受けることにより これらの研究をより一層発展させることを参加嗜・→二丁より願

ってやまない次第である。

最後に本報告書を作成するにあたり、本研究会の開催を許可し 報告書作成に御尽

力頂いた京都大学数理解析研究所に心よりなる三音を表する。
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